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ダウン症乳児の自己意識と他者意識の発達
一他省への共感と対他行動の関連ー
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KYOKO MATSUSHIMA本
人がその発達の過程でいつごろから“自分"を知る，
あるいは怠識するのかという問題は，他者理解という問
題と表裏一体をなしながら，自主主心理学および発達心理
学で探求され続けている。乙の問題は，精神病理学にお
いて大人の精神形成史を遡る形で子供の世界を探ろうと
する流れから出発した。そのため，小児の精神病理学が
発達してからも，健康な乳幼児の自孜形成過程の説明理
論は鎚示されたものの，先天的な障害をもっ乳幼児の自
我形成過程は，ほとんど関心を向けられないまま今日に
到ったといってよb、。乙の点について.E<近10年間の
邦文献を示しながら乙どもの自己認識の成長をまとめた
麻生1)は.“障害児の自我形成は従来ほとんど全くふれ
られていない"とし，ワロンの理論や現象学を背景とし
た実証がみられるようになったのは乙乙数年である乙
とを示して，乙の問題が自我形成論1:おける新しい分
野であり，また解明dれるべき重要な分野であるとのべ
ている。活有も麻生の見解に同意する立場にあり，先天
性染色体P異常が原因で出生するダウン症乳児の自己意識
および他有意識の発達について，実証的検討を試みてい
る2)。
自己発見史(あるいは他省発見史)の過程を解明する
には出生直後からのO才代，1:才代における自 他ーの分
経過程から観察を始める必要がある。先の麻生1)の記述
にしたがい， 0才から 1才すぎまでの健常乳児の自他関係
のうち他者の存在，まなざしに対する意識の項を要約し
たのがぶ lである。
表lのl年目前半lζみられるとおり，大人が乳児から
みつめられている ζとを実感するのと呼応するように，
乳児もまた他者のまなざ.しを感じているととを示す行動
がそとにみられる。
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一般に親が子とみつめあいの実感を持つのは生後2カ
月頃といわれる。筆者が鍵常乳児の母子12組を対象とし
て観察した結.!.tlも乙れを支持し，乳児は見知らない人物
を凝視しだす〈生後3カ月〉前11:，自分の母親と長くみ
つめあう時期(生後2カ月)のある乙とが明らかとなっ
た3i。乙の時期lζ多くの殺は (-1ζ対する愛着を一段と深
める乙とが知られている心。
乙れに引き続いて，乳児は3-4カ月頃になると他者
からの視線を同避したり，親からみつめられるζとを喜
んだりという，まなざしに対する能動的かつ議別的反応
をみせはじめる。事者の観察においても，生後2，3カ
月児は母親あるいは見知らぬ人の示す表情の差違lζ対応
して発声やスマイノレを変化させる乙とがみられ，乙れら
の乳児がとのl昨Jt!JI1:相手によってその人11:対する反応を
変容させ，相手との関係の q場"を各々違ったものにす
るという能動的なかかわりをしている ζとが示されたせ
乙の例は生後数カ月を経て，貌と子の双方1:，みるーみ
られるという共通の“場"が成立している乙とを示すも
のだが，ζの電電湯"の存在についてはζれよりさらに早
期乳児と他者の聞に.互いを関係づけている"場"の存在
している乙とが明らかとなっている。一般K母チの同調
行動(エントレインメント〉とよばれている現象幻がそ
れである。 0才初期の乳児と他者のかかわりを検討した
研究において，出生直後から親と乳児とのあいだに相互
のリズムを同調させる現象(エントレインメント〉が観
察され.両者の関係、の"場"が早期に存在している ζと
が示唆されている。との"湯"のなかで乳児自身が主体
ー客体としての自己をとらえているか否かは別として，
他者からみられるととを意識しだす時期がO才前期にあ
るζとは疑いない。
乳児における ζの“みられるという意識"はO才後半
にはいってさらに明確に示されるようになり，表lの例
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表1 健常乳児の自他意識の発注 (麻生1985より作成)
乳児が大人をみつめる(大人自身が人として認められた感じをもっ)
l 年目前半| 乳児が他者から見つめられているという感じをもっ
l年目後半
2年目前半
対峠の感覚
ホ lとらまれたり，みつめられると乳児が視線を回避する
*新生児と近距離で対面させると相手をみつめ金切声をだす
*大人が視線を回避するζとは乳児にと ってnegativeな意味をもっ
要求場面で人をみつめ発声，大人の叱る声で泣く
大人がレモンをかじるのをみてすっぱそうな顔をする
身をねじって母線の方をみる(意図的，積極的IC注意)
*観が禁止した時，自分のしたととにびっくりし
た時
しでもいいか確認する時，
したととを得意気に知らせる時，
遊びの相手を求めて積極的Ir視線で働きかける
基本的な三項関係の成立(母線とモノの双方を交互に
注視)
他者のまなざしを意識しつつふるまう
〔つもり〕の芽ばえ
対他的な自己意識による 〔つもり〕へのこ
だわり
つもり行動とその阻止によるかんしゃく
恥を窓識した行動，罰の内面化
のように自分の行動の前後iとそれに対する親のフィード らかとなったり麻生7)はとれを代行為の共同化"とよび，
ノfックを求めて確認の視線をむけるようになる。 ζれは "他者との関係性"の中で乳児が自分の世界内へ他者を
窓識的にであれ無意識的にであれ，乳児が親との関係の いざなう行為のひとつとみなしている。
"湯"において行動している乙とを示す証拠であり，ま とれと全く同じ枠組として“他者のまなざしを意識し
た乳児が自分の行動をみつめている存在としての親を十 つつふるまう"という行動もみられる。 ζζでは他者jr
分に確信しているととを示す証拠でもある。 ζの視点か 対する積極的なふりかえりや注視はみられないものの，
ら乳児の対人的な広がりを観察した筆者の研究において 乳児の行動をみる人であり，また評価を与える人として
も.0才後半にある乳児は未知の人とのかかわりを行っ 他者をとらえている点は同様と考えられる。
ていく前後に母親へのふりむき行動が増加する乙とが明 その一方でO議後半の時期は，児のリズムを無視した
( 2 ) 
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他者からの一方的なかかわりに対して断固とした鉱抗を
みせるときでもある。たとえば食事や排せつの世話にお
いて，乳児は顔をそむけたり養育者の手から逃げたりと
いう行動で，自分のリズムを保持しようとする ζとが頻
繁にみられるようになる。乙れに引き続いて表 1Icみら
れるような“つもり"の山現がみられるようになる。 ζ
れは自のがjから対象が取り去られでもその対象が存在し
ている乙とを理解する(永続性の理解)という力の獲得
と関連している。乙の段階に達した乳児は自分の行動と
その結集生じる変化とを.i!ll合して理解し，また自分の行
動を計画し結果の予測をする乙とが可能となっている。
したがって.乳児にとって自分の行動の結果を自ら確認
するという行為はさらに滋味のある乙ととなり，それだ
け他者の介入が7 イナスの意味をもつようになる。
乙のようなO歳期の自一他のかかわりの発達を浜田 8)
は“共向性と個別性"の発途という枠ぐみでとらえよう
としている(表 1中に示した)。共向性は乙乙でいう他
者とのかかわりの代場"をさし，個別性は自己とちがう
存在としての他者を認識すること(~、b、かえれば自己を
認識するζと)をさすとい ってよいだろう。
浜田も指鏑しているとおりJ電共向性のなかに個別性が
存在し，逆lζ個別性のゆIC共同性が存在する"と筆者は考
える。つまり乳児は人とのかかわり(関係の “場")を
背景として，そのて場"の影響を否応なしに受けながら，
ふるまう主体としての自己を発見する， ζれは裏返せば，
みつめる存在としての他省と自己の違いの発見(他者の
発見)1ζもつながるものと考える。
自我発達をO歳期からの流れの中で説明しようとする
精神分析学派の用語でいえば，上IC示したO歳半ばまで
の乳児と他者(乙乙では母貌)との関係は， “共生期"
といわれ，自孜はまだその主体も客体もない.混沌とし
て閉じた系をなすものと考えられている。閉鎖的なとの
存在はナルシシズムの状態であり，乳児は自分そのもの
でもある母親の力を自らのものと考え，自己万能感を感
じる時期とされている。乳児の認知力の発速に伴い，乳
児は自分lζ属し自分の窓のままになるものと，自分の意
志、とはかかわりなく動く対象のある乙とを認識しはじめ，
O歳期後半6-7カ月乙ろからいわゆる"分離一個体化"
が始まると8れる9)。
しかし，先Kのべたとおり 0歳前半の乳児の中にわれ
われは個別性の萌芽をみることができるのであり，人生
の政も幼若j切に乳児が母親との一体感のみで存在してい
るとは解釈しがたい面がある。事実，混沌から個体化へ
という乙のような解釈を退けて，乳児の中IC初めから主
体と客体の存在を仮定し，その主体ー客体の柚の変容過
程を説明していζ うとする立場1ωもある。浜田8)は子ど
( 3 ) 
もの最初の自他関係のあり方について， “よく言われる
ような自他未分化ではなくて.ζの(関係の項となる〉
4靭IJ性と(関係のつなぎとなる)共同性の未分化"と言っ
た方がいいのではなし、かとしている。
字医者も乙の立場IC組するものであり，人と人の関係
の"場"というものが，おおげさにいえば出生直後から
存在し乳児も綴も相手と自分という被数の人が作る
共通の地をつねに背景として，あるいは常にそれに影
響をうけながら行動し，その行動がまた地となる背f去の
変容をもたらすのだと考える。浜田のいう"共同性"
筆者の“関係の場"は Trevarthenの"i nter -subj ec 
tivity "と共通の統合、である。 すなわち，手U尼と他者
の行動を説明する際IC，相互の影響iζ言及せずにそれを
論じる乙とは不可能であるという点，そして乳児が親近
性の違いによって相手とのやりとりを変化させ，関係性
の質を能動的IC調節している点(個別性の萌芽)におい
て，精神分析学派のいう共生期とは一線を画す考えかた
である。
<ダウン症乳児の自己意識と他者愈識の発生>
松島2)ではζのような枠組にたってダウン症乳児の自
一他意識の発生を検討したn 関係の湯の成立を愛着関係
ICより測定し，個別性への意識を他者理解すなわち乳児
から他者への共感という側面で観察しようとした。その
結果，ダウン症乳児の場合にも 8ー 12カ月の悶に母親や
身近な人に対する愛着行動がみら札乙れらの乳児か他者
との関係、の場の中で行動している乙とが明らかとなった。
乙の研究におけるもう一つの視点は，乳児の自一他意識
の分離の指僚として他者の感情のPlJ解がとの程度行われ
ているかという乙とをみるζとにあった。乳児の綴にた
いして"車見が何時もと違って沈んでいるときに子どもは
どのような反応を示しますか"という聞を行い，家庭で
の日常的なやりとりの観察を依頼した。その結果，乳児
は l歳前後から母親の感情の変化にたいして“遊びをや
めて母をみる"じっとみて泣きだす，心配そうにみつめ
る"などの反応(同調的な反応〉を示し，1歳半前後』ζ
なると“母親の顔や手にふれてくる，顔をのぞき ζんで
目をみつめる，オモチャなどを示じて遊びにさそう"と
いうような，より積極的ななぐさめ行動がみられるように
なるζとがわかった。
他者の感情への理解のうち，母親の感情IC対する向調
的な行動は.関係の場におけるリズムの変化とその変化に
対する乳児倒IJの自己調節という ζとで説明がつくが，相
手へのなぐさめ行動はその行動をうける相手がそれによ
って苦痛がやわらぐ乙とを理解していなければならず，
乳児自身がそれを受身で体験したζとがなければ期待で
きないζと..および乳児が他者lζ対し能動的にそれを行
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うという役割の交代を理解していなければ期待できない
という点、において，乳児の自一他意識(共向性の中の個
別性)の存在を示すものと考えるζとができる。
本研究では先の研究の結果をうけ，ダウン症乳児の他
者理解を通して自一他意識の発達を検討する。ダウン症
乳児の他者感情の理解を紬Ir.，乳児の自己客体化や他者
との関わりの中でみられる主体性がそれとどのように関
連しているかをみてゆく。乳児の他者とのかかわりを次
の4つの視点から観察するとととした。
1. 愛着関係(乳児と他者とのかかわりの場)
健常乳児の他者との関わりでもみられ，また松島2)の
研究Ir.おいても明らかとなったが.乳児の自ー他怠識の成
長と関係の場の存在は不可分と考えられる。愛着と自己
意識の関係を健常幼児で検討した研究12)においても母親
との愛着の不安定な幼児はそれの安定している幼児Ir.比
べて自己意識の成長が遅れている乙とが明かとなった。
したがって.対象とするダウン症乳児の親子関係におい
て愛着が形成されているか否かを検討するととは重要な
検討事項といえる。
乙の項目は，家族や見知らぬ人Ir.違った反応、をします
か，という質問によって家庭や家庭以外の場所における
乳児の反応の観察を依頼した。
2. 他者のまなざしに対する愈織
愛着が両者の関係の場を示すのに対し，こ乙では乳児
が見られている自分すなわち自己の客体化を行っている
と考える ζとができる。 ζれは共同性Ir.対する個別性の
証とみる乙とができる。
乙の項目は， 子どもは何か出来たとき，新しいものを
発見したとき，どう していいか分らないときなどに親を
ふりむいてそれを示したり，顔をみたりしますか，とい
う質聞によって乳児の反応の観察を依頼した。
3. 他者の働きかけに対する矩否および低抗
とれは乳児の自立的行動の出現をみようとするもので
ある。乙乙では自一他分離の意識のレベルにとどまらず，
それが行動面でどのように現われるのかを検討しようと
考えた。
乙の項目は，身辺の世話(授乳や排せつの世話〉なと
の際iζ乳児がいやがったり逃げようとしたりするかとい
う乙とで一般的な拒否行動を観察し.乳児が遊んでいる
ときや何かをしようとするときに親がそれを禁止した際
の乳児のかんしゃくによって.乳児の自立に綬差す拒否
行動の現われを観察してもらうよう依頼した。
4. 後助を求める行動
松島2)の観察によれば.乳児は自力で移動不能な幼若
期には泣きゃ発声によって大人を自分Ir.近づけ状況の変
化を引き起そうとするが，自力で移動が可能になるとー
(4 ) 
時胤自分で何かを行おうと試みるものの不可能な場合に
はあきらめる，いいかえれば他者に援助を求め得ない時
期がある。しかし，しばらくすると再び発声したりある
いは親の手を持って自分のなそうとしたζとをしてもら
おうとする時期が始まる。つまり，親を自分の世界での
援助者と認識したうえでその力に依存しようとするとと
が始まるように見うけられるのである。
ζの項目は，乳児がオモチャを手Ir.入れる際，手の届
く範囲lとある場合と，遠くにある湯合とで乳児がそれに
たいしてどのような行動をするか，またそのとき親Ir.対
してどのような反応を示すかについての観察を依頼した。
1-4の項目において乳児と他者とのかかわりを調べ，
他者の感情への理解がどの段階でどのようにみられるの
かを検討する乙とによって，ダウン症乳児の自己意識，
他者意識の発達をとらえようと試みた。
方 法
<対象>
O歳前期より早期療育の現場において代赤ちゃん体操"
をはじめとした療育iζ親子で参加しているダウン症乳児
の親子を対象とした。事者の担当する発達箔導部門にお
いて，上Ir.のべた質問Ir.関して家庭での観察を依頼し.
月Ir.1度の面接時Ir.聴取を行ない観察内容を補足した。
療育開始年齢は早い乳児で3カ月からであり，毎月一回
の面談において継続して聴取を行っている。今回の分析
は.先の研究での共感の発達を含む年齢を考慮して. 0 
歳後半から2歳にあたる乳児の観察事例のベ48事例につ
いて分析を試みた。
結 果
<結果の登理>
家庭記録用紙(絵島2))に記入された行動および親か
らの聴取から得られたデータを松島2)の基準によって分
類整理した。 ζの際，視点1-4については次のように
考えた。
1.愛着
ζれは親子が相互に魅きあう ζ とをさしており.そ
れぞれの倒別性を認める形になっている。例えば綴か
ら子への愛着は子から綴への倭近行動によってさらに
強められるというように.銀自身は子から自分へとい
う受身と自分から子への能動との両方を意識するととが
できるのである。しかし，乳児がζのようにおとなと同
じような心的過程を経て，自分と親との関係について自
分の能動性と受動性とを意識しているか否かについては，
愛着行動だけから判断するζとはできなb、。したがって，
乳児の自一他意識を検討する前提として，両者の間iζそ
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のような関係性のれ}易"が存在する否かを確認するため
の項目とした。
2.他者のまなざしに対する意識
とζでは他者から Nみられる"という乳児の意識につ
いて言及するととができる。乙れは乳児が自分を客観視
している状態をさすと言い換える乙ともできる。
3.他者のかかわりに対する拒否 (低抗)
乙れは先iζのべたように2つのレベルに分類した。ひ
とつは身辺の世話などのように受身的になされる他者か
らの働きかけに対して乳児が矩否を示す場合(矩否 1). 
もうひとつは乳児の主体的な行動fL対して他者からなさ
れる妨害への低抗としての拒否(拒否2)である。 fE否
lが受身的な状態で記るのにたいして，拒否2は現」尼の主
体性をまもる形で出現するものであり，より能動的な状
態というととができる。したがって，拒否 iの段階より
短否2の段階の方が自一他意識は進んでいると推論する
ζとができる。
4.他者に援助を求める行動
0歳前期から半はiζおいて.乳児は人か.あるいはモノ
かいずれかに対してだけ注目するが，。歳後期には人と
モノの両方についてかかわりを持つようになる ζとが多
く報告されている。例えば親がモノを差しだして見せた
時iζ幼少乳児は親の顔かモノかいずれか一方だけをみる
のにたいして. 0歳後期になると親の顔とモノの見くら
べをするようになる。麻生7)は乙れを乳児が大人の意図
を読みはじめたと解釈し，山田ゅは乳児と人，モノの三
項関係が成立したと考えている。
松島2)fL基づいて他者への共感を次の3つの段階K分
類した。共感行動として見られたものには(1)しょんぼり
したり泣きだす，相手の様子をうかがうという段階と(2)
他者に働きかけるという段階とがみられた。そ乙でとの
2っともみられないものを段階1，泣き出す，様子をう
かがうが相手への働きかけのないものを段階2，そして
相手1;:何等かの働きかけをしてなぐさめようとするもの
を段階3としだ(表 2)。
表2 他者への共感の3つの段階
他者へのかかわり
段階
第 l 段階
第 2 段階
第 3 段階
情動反応
(一)
( + ) 
( + ) 
他者への
働きかけ
(←) 
( - ) 
(十)
事情動反応:他者の表出する情動と合致した情動反
応を乳児が示す場合。
* *他者への働きかけ:実際IL乳児が他者IC行動を通
して、何らかの働きかけをす
る場合。
本研究では個人毎の発達ではなく個々のデータを乙み
にして会嗣守傾向を分析した。したがってのべ48名分のデ
ータを3つの訴に分類すると，あてはまる対象数は3つ
の段階それぞれ13名.19名.16名となった。各群の他者
とのかかわりに関し.4つの各項目にあてはまる行動の
みられた人数を示したのが図1である。他者とのかかわ
りのうち拒否の項については拒否2すなわち他者からの
かかわりに対する抵抗を図示した。
ヲ6
ロ ・ー 口 第 l段階
ムーーム第2段階
.一一.第3段階
との図式iとあてはめると，乳児が他者1;:援助を求める
という ζとは次のように考えるととができる。つまり，
乳児が自分のしようとするととが不可能な場合に読めて
しまうのは，自分と事象という二者関係でのみ行動しよ
うとする段階であり，乙れに対して大人の援助を求める
というのは自分と事象のつながりのなかに他者が介入し
うる乙とを理解している段階だというととができる。こ
れは他者1;:対する信頼感の現われというとともできる。
他者Iζ援助を求めるという行為は，依存と次の点で異な
る。つまり依存とはある事態が生じたときにその解決を
他者lζ委ねるととであり，原因，解決，結果の享受すべ
てを通して乳児の受動性がその中心をなすものである。
ζれにたいし"他者1;:援助を求める"という乙とは，事
態への解決を乳児自身がまず試み，他者の援助とともに
解決の過程K参加し結果にいたるという過程そのものへ
の主体的な関与がみられるというととである。その意味
で他者IL援助を求める ζとと他者との共向性の深まりと
が，ある対応をなすと考える乙とができる。
1001 軍 空±て . . 
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<他者への共感の発進段階>
図1 共感の各段階における乳児の他者へのかかわり
(5 ) 
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図1IC見られるとおり，愛着の項目は3つの段階とも
に100パーセントを示し，対象児と親とのあいだに関係
の場の存在している ζとが確かめられた。 3段階の途い
は他者のまなざしへの意識.te否行動，他者の援助を求
める行動の発達の違いlとみられた。
ζれらの違いをみると，第 l段階では乙れら3つの項
目がそれぞれ20パーセント.40ノf一セント 5ノf一セン
トと低い値を示しているのにたいして，第2段階では他
者のまなざしへの意識，拒否が90パーセント以上まで増
加している。しかし， ζの段階では他者IC援助をもとめ
る行動は40パーセント弱である。第3段階では乙の行動
も100ノfー セントとなり 4つの項目がほとんど全員に
出現する ζとがわかる。
考 察
麻生14)は，あくまでも理論的な分類と断った上で，他者
理解iζ4つの様式があるとしている。それは1.情動反応
としての理解. 2.振舞としての理解 3感情移入(他者
の立場lζ身を置く乙と〉による理解I 4概念的理解，で
ある。本研究における他者への共感がζれらのどれに
該当するかを付表 llC照合して考えると，結果で分類し
た第2段階の行動が情動反応としての理解であり，第3
段階の行動が振舞としての理解にあるといえる。乙乙で
他者の感情への情動的理解とは"他者の情動表出lζ適合
した情動反応、"をさすとしており，また振舞としての他
者理解とは“情動を表出している他者IC対して，その人
を介抱したりなぐさめたりするような娠舞"をさすとし
ている。
麻生1心は情動反応，振舞としての行動について例を示
しながら.乳幼児の行動特徴を次のようにまとめている。
情動反応としての他者瑳癖は生後1，2カ月の乳児が他児
の泣き声につられて泣くという例をあげ，かなり早期IC
もみられるものの，それは崩芽的な存在であるとし，状
況の理解と相伴って反応しだすのはO歳期の終りとろと
している。 一方，振舞としての他者理解の例は l歳すぎ
頃からみられるとするものの，その振舞(なぐさめ行動)
の内容は乳児の生活体験iζ綬差したもので，必ずしも相
手にとってその場面で適切ななぐさめとはならない場合
の多いととを示している。
さて，本研究におけるダウン症乳児の他者への共感お
よび他者とのかかわりはどのように発達しているであろ
うか。ととでは麻生1心の用語にしたがい，第 1段階を共
感行動なしの段階，第 2段階を情動反応段階，第3段階
を仮舞段階とよぶ乙とにする。結果より各々の段階にお
いて他者とのかかわりがどのようK展開しているかを簡
略に示したのが表3である。
表3より共感行動なし段階から情動反応段階への移行
は， 収他者からの妨害に対する抵抗と他者のまなざしを
意識した行動"が関連しているととが示唆された。また
振舞段階への移行はとれらに加えて吹他者IC対して援助
を求めるという行動"と関連している ζとが示唆された。
他者からの妨害に対する抵抗や他者のまなざ しを意識
した行動は，健常乳児では8-10カ月前後から頻繁lζみ
られるようになる。またダウン症手U尼の湯合にも 1歳前半
からよくみられるようになる2)。乙の時期は親の禁止で乳
児が自分の反応を中止したり，驚いて親の顔をみるなど
相手の感情表出lζ敏感になる時期でもある。乙れは先に
のべたように乳児の認知力が乙の時期K一つの転換をな
すζとと関連しているのであろう。また乙の時期は健常
乳児ではつかまり立ちゃ伝い歩きによって，ダウン症乳
児では這う乙とによって移動能力が飛躍的iζ発達すると
きにもあたり 15) ものの永続性の獲得16)による自らの行
動の計画可能性と相まって，乳児が自信iζ裏うちされた
自主性を発嫁する時期といってよい。
合せてとの時期は他者がオモチャをさしだすと乳児は
オモチャをみつめ，即座にそれを手iとする人の方lζ視線
を移し，再びオモチャをみるというような観察に示され
るように，相手となる人と対象物を同時に認知し関係づ
けるとともに，相手がどのような意図でそれを差しだ し
ているのかを探ろうとするような反応もみせる7)。ζれ
は乳児が単に人やものという外界の事象を知覚するだけ
でなく，相手の計画にも目をむけようとする態度の現わ
れという乙ともできる。したがってζの時期は相手の意
図性にたいする気付きの時期ともいう ζとができ，ある
状況で、は例えば親はとういうふるまうであろうという予
測が可能となっているので，それと異なる親の反応をみ
表3 他者への共感の3段階と対他行動の関連
他者とのかかわり
愛 着 他者からのま 他者からのか 求他者IC援助を
共感の段階 なさしの意識 かわりに抵抗 める
第 段 階 ( + ) (ー) (ー ) (ー )
第 2 段 階 ( + ) ( + ) ( + ) (ー)
第 3 段 階 ( + ) ( + ) ( + ) ( + ) 
( 6 ) 
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ると，乳児がいぶかるというのは考えられる乙とである。 いく乙とがわかる。しかしこ ζでいう意図性への気付き
第三段階において他者への共感が振舞として〔行動レ は意図性の理解とは異なる乙とに注目しなければならな
ベルで〉顕在化する時期1<:，他者lζ対する援助の要求も し、。健常乳児では早ければ2歳から 3歳にかけてみられ
行動として現われる。第二段階から第三段階への移行は るという相手の意図への理解がダウン疲幼児において何
とのようにして行われるのであろうか。 時頃みられるのか，その自ー他意識の究明において明ら
との点iζ関して麻生14)は2つの考えかたを示している。 かにされるべき問題といえる。合せて自己像の獲得やし
その一つは.例えば母親が沈んでいるときに誰か他者が ゅう恥心の出現についても観察をすすめ次報告としたい。
母親をなぐさめるのを乳児がみて，その行動を学留し. また今回ふれなかった個人毎の発達の様相については他
同様な湯面iζ遭遇した場合には模倣1<:よってその行動を 稿にゆずりたい。
再現するという考えかたである。もう一つの考えかたは，
そのような場面に遭遇した乳児が，それまで一度もその
要 約
ような手本を見た乙とがないのに，何等かの手段を用い 自 他意識の形成過程をみる研究の一環として，本論
てなぐさめ行動を示した湯合lζあてはまるものである。 文ではダウン症乳児の0歳から2歳にかけての対他行動
たとえば乳児は自分のしていた遊びに母親の手をひいて を観察し，健常乳児の自我発達と対比させながら，タウ
誘いかけるというような解答がみられた。乙のように乳 ン症乳児の自一他意識の分離過程を考察した。
児は自分の生活世界のうちから自分の体験した快の状態 本論文の基本的立場は，0歳初期の自ー他関係につい
をつくりだすような状況に相手を導き，その乙とによって て代母子の共生期"という概念で説明しようとする精神
相手もまた快の状態になるととを期待しているのである。 分析学派の解釈とは一線を画し，0歳初期の乳児が他者
今回の観察データではむしろ後者の形態の多いととが との吠関係の場"のなかにすでに存在し，かっ“関係の
示された。乙の時期の乳児が状況そのものの細かな判断 場"の質を相手に応じて変容させようとする能動的行動
はできないとしても，相手がいつもと違う感情の状態lζ をなすという考えかたにある。"関係の場"から影響号を
あり，その様子から自分自身についての類似した場面を うけ.また能動的にそれを変化させるという意味におい
想定して，まず自分ならどのように娠まうかを考え，そ て.0歳初期からの乳児の自ー他意識の萌芽を仮定する
れを相手にも適用しようとしている ζとがわかる。しか 立場である。
し， ζの場面については他の見方もできるのである。つ 松島2)のダウン症乳児のれ相手の感情に対する限解 "
まり，もし乳児が親と自分の自一他分離をしておらず(共感)の3つの段階に対応して，相手とのかかわりの
親の感情の変化を自分自身の感情の動きと認知している 中で乳児の情緒の表出および相手への行動がどのように
場合にも，乙のような行動をとる乙とは十分考えられる 変化するかを観察した。共感の3つの段階とは1.共感
乙とである。 行動なし段階. 2.情動反応、段階.3.振舞の段階(周
との点、に関しては，しかし，他のデータを示すζとに 語は麻生l心による)であった。具体的Kは，母親がいつ
よって乳児の自ー他分離の存在を示す乙とができる。そ もと違って沈んでいる時lζ乳児がどのような反応を示す
れは乙の時期から，乳児は親から禁止されている乙とを かによって，その段階を分類した。第 l段階は乳児の行
親の顔色をみながらしようとしたり，親がみつけて叱る 動Iζ普段と明確な差異がみられない場合，第2段階は乳
とれ愛想笑いをしてごまかそうとする"(親の観察より〉 児が母親をみて泣きだしたりしょんぼりしたり，僚子を
というととがみられる乙とである。乙れは叱る一叱られ うかがうなど情緒的反応を示す場合，第3段階は乳児が
る，みつけるーごまかすというような相補的な立場にあ 母親の身体1<:ふれたり笑し、かける，遊びにさそうなどの
ることを乳児が理解していることを示すデータであり， なぐさめ行動をみせる湯合をさす。
乳児が自分と他者を独立にとらえているととを示すもの 行動観察の指標は次の4点であった。
と考えてよいと思われる。したがって，先ほどの親への l 愛着行動(乳児と相手との関係の場の質をみる)
なぐさめ行動も，親を自分と重ね合わせて自分自身に対 2 他者のまなざしの意識化(みられるという立場での
して反応しているというよりは 自分と親とが別の感情 自己客体化の様子をみる〉
を持つ存在としてダウン症乳児に認識されていると推論 3. 他者からのかかわりに対する矩否と抵抗(自己主張
しうる。 にみられる個別性をみる)
とうしてみるとダウン症乳児の自ー他意識の発達が 4 他者IL援助を求める行動(他者への信頼と他者と共
q関係の場'わなかで、乳児自身の遥動能力や認知力を基礎と に行動する様子をみる〕
して相手の意図性への気付きという段階を経てすすんで 共感の各段階において 1-4の行動がどのように現わ
(7) 
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れるかを検討した結果，共感行動が明確にはみられない
段階からすでに，乳児と他者(乙 ζでは主に家族)との
間K愛着関係がみられ，両者の関係の場が存在している
事が確認された。また.行動2-4の出現と共感行動の
段階推移との関連が示唆された。すなわち，情動反応と
しての共感がみられる頃に，乳児は他者からのまなざし
を意識した行動を示し(たとえば自分の行動の前後に母
親をふりかえってその反応をみるなど)，あわせて，乙
の時期に他者からの働きかけが乳児のしたい乙とと違う
場合には拒否したり抵抗したりするようになる(たとえ
ばオモチャをとりあげると怒るなど)。振舞としての共
感行動がみられる頃には，乳児自身ではやりたくてもや
れないという場面において，他者の助力をもとめて目標
を達成しようとする行動が顕著となる。
乙れらの自一他意識の分離過程と対他行動の出現につ
いて，乳児の運動能力，認知能力の発達と関連させなが
ら考察した。
*本研究のデータ収集は兵庫県立塚口病院で開催されて
いるダウン症乳児の親子教室において行われた。本教室
は大阪市立大学生活科学部 助教授藤田弘子(主催者)
の考案するぜ赤ちゃん体操"を中心としてお乙なわれる早
期療育教室である。筆者は教室の発達相談部門のスタッ
フとして属し，データ収集を行った。ダウン症0-2歳
児の貴重なデータ収集の機会を提供していただいた病院
関係者の皆さまに深謝いたします。また日常の観察を通
して貴重な記録を収集載いた教室参加の親子の皆さまに
深謝いたします。
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Summary 
The purpose of this study was to investigate development of a differential of self and others in infants with Down 
syndrome. 
Three developmental levels of sympathy were observed in Down syndrome infants with th巴ageof 1-2 yωrs. These 
were (a) no・sympathylevel， (b) emotional level， and (c) behavior level. It was supposed that infants interactions 
with others were relevant to the sympathy level 百1einteractive behaviors were， (1) attachment behavior (2) conscious-
ness of being looked from other， (3) resistance to other (4) request for other's assistance. 
η1e results were as follows: 
Attachment was observed in no-sympathy level which suggested that infants existed with others in the “inter引 Ib-
jective" world. The level of sympathy was relevant to the behavior (2)， (3)， and (4). 百1atis， when infants were in 
the emothional level of sympathy， they showed behavior (2) and (3)， and were in the behavior level of sympathy， they 
showed behavior (4) 
Down syndrome infant's motor and cognitive development were discussed connected with their detachment process 
of self司otherconsciousness. 
( 9 ) 
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付表 1.ダウン症乳児の共感と対他行動の3段階(事例)
1. r[共感行動なし段階]
共 感 1*鋭の態度が違っても、ζともはいつもと違う行動はとらない
*かわらないようだ
*まだ経験がない
*あまり反応、を示さない
愛 者|糊かれようと手をだす
*兄、姉が遊んでいたら遠く離れていてもはいはいして{中間iζ入ろうとする
*母観がいないと不安がる
*抱っ乙して欲しいときは目で追う
*機嫌の惑いときは母親が細かないと泣きやまない
まなざし 1*うれしい時やほめてあけーた時1ζ喜ぶようにな った
*うれしい時1<:声を出したり母線の顔を見たりする
抵 抗 1*テレビを見ているとき邪魔をすると手で払いのけようとする
*食べたくないものを差しだすと口をあけずに顔をそむける
*自分のしてほしいζとと違う ζとをされると抵抗する(くずる)
*オモチャを取りあげるとおいかけてくる
*ミノレクや湯さましなどいらない時には手で払いのける
*オモチャを取りあげたり、遊びを中断するといやがる
*立たせようと手をとると娠りはらう
緩 助 1*自分でいざりぱいですすんでいく
2.，[情動段階]
*できる限り移動するが、どうしても取れないとあきらめる
*乙ろがったり回ったりして取ろうとするが、どうしても届かないとあきらめる
*自分ではっていく
*じっとみているがあきらめる
*手助けが欲しい時ウーンと声をだしたり続の方をみるが、それをみたままじっとしている乙と
が多い
*行きかけるが途中であきらめる
*自分でどうにかはって行って取る
共 感 1*おとな しくなる
*様子をうかがうようにじっと母観をみつめる
*おもちゃで遊んでいてもぐずりだす
*表情が蛍かでなくなる
ヰ〈
愛 着 1*泣くと母親でないと泣きやまない
*話しかけるように声をだす
*“だっと "というと手をだす
*いすにすわらせて少し離れたあと寄っていくと抱いて欲しくて手をだす
*自分からはってきて手をさしだす
*わ晶わ晶声を出して相手の手をとり自分の腰にもっていって、事包っ乙の態勢lζ持っていく
*おばあちゃん、パパlζ時聞をあけて出会うと、喜んでそばにいき、抱っ ζを求めてにじりよる
まなざし 1*めずらしいものをみつけた時、うれしい時lζ母線をふりかえって見る
*観の注意をひζうとしてテレビのボリュームをあけ'ょうとする
*うれしかったりすると母親の方をふりむいて顔をみる
抵 抗 1*遊びを中断するといやがる
*外で遊んで家の中lζ入ろうとする時、ダッコといって手をだしてもいやと手を払う
*便器lζすわらせてもいやがってすわらない、無理にさせると、アーと泣くように怒っておりて
(10) 
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?
??
? ?
しまう
*“ダッコ"と親がいっても嫌な時はいやいやをする
本貌かロヒったりからだにぶつかったりすると、手を出し口をとがらせて抗議する
*オモチャをとりあげると、親の顔をじっとみて機子をうかがう
援 助 1*モノをじっとみて移動して取りにいく
*じっとみているがあきらめる
*ハイハイして取りに行く
*家中はいはいして取り1(.行き、届かない時は大きな戸を出す
*一度だけ、取って欲しいというように娠りかえり発声した
3.，[娠鍔段階]
共 感 1*顔をのぞき ζむ
*母親の髪の毛をひっぱり、自分の1)1(.つれて乙ょうとする
*手で母貌をたたくようにしてて遊び1(.さそいかけているつもりのようだ
*母観がすわったり、ねζろがったりすると、そは"1ζよってきて顔をのぞき ζむ
*母貌が沈んでいると、 トントンとからだにさわってくる
*事見が泣きまねすると、手を取って顔をのぞきとむ
*さわりにきて、何語だか声をかりてくれてほほえんだりする
*泣くふりをすると、以前はただじっとみていたが、近頃は母貌が顔lζあてている手をおろそう
とし、顔色をうかがったりして気遣う。母籾が笑うと大喜びで抱っ乙をせがむ
*笑いかけてとちらの機嫌をとってくる
愛 .j'] 1*父、母が帰ってくると手をたたいてとても喜ぶ
水機嫌がよい時大声を出す
*家族や知っている人をみると手を山して飽かれようとする
*乙の頃とくにペタベタとく っついてくる
*みしらぬ所へ行くとそは、を離れないし、籾がいなくなると泣く
まなぎし 1*何かみつけると声をたして顔の万をみる
*何かしたりするとしきりと母紛の方をふりかえってみせる
*さわったらいけないものがある時、戸をだして母観の顔を見て、それからさわる
(してはし、けない乙とをする時、一応しらせる)
*おもしろいイタズラを発見すると、それをした後、母籾の顔を見る
*とれをすると叱られるという ζとがわかっているのか、日ヒられそうだなと思うと母貌の方をみた
りして綾子をうかがう。 “とれ"というと、急いでハイハイして逃げる
*兄のおもちゃをさわったりしていてお ζられた時など、悪いζとをして父籾1(."ヒられた後など
は、すぐに母観の1をみる
低 抗 1*玄関の戸をしめると外へ出たくて泣く
*ミ Jレクや湯さましがほしくない時、ほ乳びんをたたきおとす
*オモチャを取りあげたり遊びをやめると怨る
:+:オモチャやおはしゃ持っているものや取ろうとしているものを取りあげると怒る
*お茶や乙はんがし、らない時は顔をそむけたり、手をはらいのける
*外出する時、先lζ鋭が玄関lζでると、おいてし、かれると思って泣く
*いろいろ食物が銭べであると、一番すきなものを先lζ食べないと、他の物を絞り山してしまう
*危ないものをもっている時、取りあげると悠って母親をたたく
後 助 1*何かしてほしい時はおとなの手をそ乙へ持っていく
*手助けがほしい時、アーアーと言って母籾をふりかえりよぶ
*自分でできないとウェーンと大声を出し、手をパタパタさせ、母線が手伝ってくれるのを持つ
*母親に取ってもらうまでうじうじ泣く
*物が取れない時は指さしで声を出して求める
*手助けがほしい時、手をす乙し上げて母貌の方をみる
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